
　
県
道
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

な
か
な
か
進
ま
な
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
撤
去
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
木
の
撤
去
後
に
、
歩
道
を

平
ら
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

検
討
を
。

　
町
道
城
山
～
新
原
線
歩
道
内
の

銀
杏
は
樹
齢
40

年
以
上
で
、
舗
装

面
を
持
ち
上
げ
る
「
根
上
が
り
」
現

象
を
起
こ
し
、
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
28

～
30

年
度
に
か

け
て
撤
去
し
、
舗
装

面
の
復
旧
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
県
道
志

免
～
須
恵
線
の
街
路

樹
に
つ
い
て
も
、
県

と
協
議
済
み
で
、
要

望
を
あ
げ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
段
階
的
に

対
応
し
て
い
く
と
の

回
答
を
得
て
い
ま
す
。
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町
内
に
は
、
街
路
樹
の
根
が
歩

道
を
押
し
上
げ
、
歩
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
城
山
区
の
歩
道
に
あ
る
銀

杏
は
大
木
と
な
り
、
凹
凸
が
生
じ

て
い
る
た
め
、
小
学
生
や
高
齢
者
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
す
歩
行
者
は
危

険
で
す
。
骨
折
な
ど
の
負
傷
を
さ

れ
た
高
齢
者
も
い
る
と
聞
い
て
お

り
、
区
の
総
会
で
も
改
善
の
要
望

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

段
階
的
に
対
応

問

環

境

答弁中の中嶋町長

　
３
月
議
会
に
お
い
て
、
高
齢
者

の
運
転
免
許
証
返
納
に
つ
い
て
一

般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
免
許
証

を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々
の

足
と
な
っ
て
い
る
の
は
バ
ス
で

す
。
ま
た
、
通
勤
や
通
学
で
利
用

さ
れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
天
神
行
き
西
鉄
バ
ス

は
昼
間
の
便
数
が
急
激
に
減
少
し
、

不
便
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
止
ま
り
の
バ
ス
を

利
用
し
、
天
神
行
き
に
乗
り
換
え

る
場
合
、
待
ち
時
間
が
20

～
30

分

生
じ
ま
す
。
帰
り
も
同
様
で
す
。

　
従
来
ど
お
り
の
バ
ス
運
行
が
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
を
。

　
平
成
29

年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ

り
、
昼
間
の
天
神
直
通
の
便
数
が

減
少
し
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
起
点
・

終
点
と
す
る
路
線
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
西
鉄
は
、
天
神
乗
り
入
れ
の
渋

滞
緩
和
と
赤
字
路
線
解
消
を
目
指

し
て
お
り
、
今
後
、
利
用
者
減
に

よ
り
路
線
廃
止
に
及
ぶ
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
公
共
交
通
の
利
用
を

呼
び
か
け
、
バ
ス
の
利
用
者
増
を

図
る
と
と
も
に
、
西
鉄
に
は
引
き

続
き
路
線
の
存
続
を
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

引
き
続
き
要
望

交

通

答

甲
木
都
市
整
備
課
長

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、

編集は行っていません。

が 聞 きた い！

答

中
嶋
町
長
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現
在
の
と
こ
ろ
、
図
書
館
の
書

物
の
破
損
・
盗
難
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
監
視
カ
メ
ラ
は
、
閲
覧
の

自
由
や
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
わ
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
目
視

や
巡
回
に
て
注
意
を
払
っ
て
お

り
、
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
、
図
書
購
入
費
の
削
減
に
は

つ
な
が
り
ま
す
が
、

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
数

の
維
持
が
難
し
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
契

約
数
減
少
に
よ
り
、

企
業
等
か
ら
雑
誌
が

提
供
さ
れ
な
い
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
導
入

に
つ
い
て
は
、
図
書

館
協
議
会
に
諮
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、
図
書
館
で
記
念
誌
な
ど

の
一
部
が
切
り
取
ら
れ
る
事
件
が

数
件
発
生
し
、
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

須
恵
町
の
図
書
館
で
の
本
な
ど
の

破
損
状
況
、
監
視
カ
メ
ラ
設
置
な

ど
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

　
ま
た
、
法
人
や
企
業
が
雑
誌
棚

や
雑
誌
カ
バ
ー
に
広
告
を
掲
載

し
、
雑
誌
購
入
代
金
な
ど
を
負
担

す
る
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
導
入

図
書
館
協
議
会
に
諮
る

問

文

化

　
先
日
、
文
教
厚
生
委
員
会
で
視

察
し
た
歴
史
民
俗
資
料
館
や
美
術

館
で
は
、
資
料
な
ど
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
充
実

し
た
利
用
が
で
き
ま
し
た
。

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
案

内
・
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
資
料
館
な
ど
の
利
用
者
も
増

え
る
と
思
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
須

恵
町
の
名
所
旧
跡
を
巡
る
イ
ベ
ン

ト
の
対
応
や
、
資
料
館
の
案
内
・

展
示
品
説
明
の
実
施
、
開
館
日
数

を
増
や
す
な
ど
の
取
り
組
み
が
で

き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
歴
史
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
受

講
さ
れ
た
方
々
に
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

　
平
成
19

年
か
ら
、
生
涯
学
習
講

座
で
「
歴
史
講
座
」
を
開
講
し
、
毎

年
20

人
前
後
の
方
が
受
講
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
回
受
講
さ
れ
た
方
を

対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

募
集
し
て
い
ま
す
が
、
就
任
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
「
学

び
た
い
」
だ
け
で
な
く
「
伝
え
た

い
」
と
い
う
人
を
育
成
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
協
議
会
に
諮

り
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 「
伝
え
た
い
人
」
を
育
成

観

光

2

答

中
嶋
町
長

今村 桂子  議員

○ 一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般に

ついて疑問点をただし、報告や説明を求めることです。

一/般/質/問 ここが 聞 

答

中
嶋
町
長
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